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共
生
の
里
　
そ
れ
は
〝
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
〞
と
い
う
、
当
施

設
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
で
す
。

　
従
っ
て
入
所
定
員
80
名
の
う
ち
30
名
が
知

的
障
害
者
さ
ん
、
10
名
が
人
工
透
析
患
者
さ

ん
、
一
般
の
利
用
者
さ
ん
は
40
名
で
す
。

　
こ
れ
は
県
内
で
も
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

施
設
で
す
。
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
な
ど
多
く

の
方
々
か
ら
要
望
さ
れ
、
令
和
二
年
九
月
一
日

に
開
設
し
ま
し
た
。

　
知
的
障
害
者
さ
ん
の
介
護
は
難
し
い
の
で

応
募
し
な
い
と
思
う
人
も
い
る
と
思
う
が
、

こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
（
10
人
）
の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん

は
「
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

十
人
十
色
で
毎
日
が
新
し
い
発
見
の
連
続

で
す
。
人
生
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」「
入
居
者
様
も
職
員
も
共
に
生

き
て
い
ま
す
」
と
。

　
そ
の
他
こ
の
施
設
は
二
酸
化
炭
素
を
最

小
に
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し

て
い
る
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

で
す
。

　
細
か
い
と
こ
ろ
に
省
エ
ネ
の
配
慮
が
さ

れ
て
お
り
太
陽
光
発
電
も
あ
り
ま
す
。
災

害
時
に
は
近
隣
住
民
、
福
祉
関
係
者
の
避

難
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
栗
田
養
護
学
校
の
近
く
の
高
台

に
あ
り
天
気
の
良
い
日
に
は
日
本
海
、
鳥

海
山
、
男
鹿
半
島
が
一
望
で
き
ま
す
。
今

介
護
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
秋
田
福
祉
協
会
・
理
事
長

瀬
田
川
　
榮
一

施
設
の
特
色
に
つ
い
て

有給休暇の他に、当法人独自の休暇を
設けています。
〇特別休暇
　夏季休暇～7月から10月までの3日間
　開所記念日～10月1日
　年末年始休暇～12月29日から1月3日の
　6日間
　※いずれも勤務表により付与する

休　日

〇介護職員平均月額21.8万円
　（厚生労働省「令和２年度介護従事者処
　　遇等調査結果」より）
　　当事業所27.2万円と5.4万円ほど高い
　給与となっています。
　　経験年数による換算をし給与に反映し
　ています。来年度から人事考課制度の導
　入を目指します。
　　資格に応じた業務手当や扶養手当、住
　宅手当、持家手当等を支給しています。
　　給与の試算も行いますのでご相談下
　さい。

給　与

介護職員大募集

秋 田 福 祉 協 会 の
募 集 状 況

太陽光発電パネル

共生の里　施設外観



１. 法人事業（支援業務・介護業務・管理業務）に必要と認められる資格取得費用
２. 運転免許の取得費用
　 ・中型限定解除、中型運転免許（マイクロバスの運転）
　 ・ショベルローダー等の技能講習受講費用
３. 上記資格取得のための教育機関（大学・専門学校等）の受講費用
４. 上記資格取得のための通信講座の受講費用
５. その他理事長が特に必要と認めた資格取得のための経費
６. 取得後３～５年間の勤務実績があれば返還はなし

　現在法人に勤務する職員の資格取得（民間資格を含む）等のキャリアアップ
を促進させるための費用

　事業所スタッフが職域を問わずプロとして資質の向上を目指す時、その
スタッフの目標実現に向けた気持ちや努力を積極的に支援することが事業
所の責務と考えます！。

　秋田福祉協会が運営する事業所には、共生の里と障害者支援
施設小又の里、共同生活援助事業のグループホーム「ほっと」が
あります。
　小又の里は、秋田市の上新城地区にあり、開所以来24年目を
迎えています。山々に囲まれ自然豊かな地にあり、利用者・職員
で毎年取り組んでいる花壇も恒例となって、地域の方にも大変
喜んでいただいております。
　また、今年で３回目となる花火鑑賞会では、「地域交流祭」とし
て、より地域に密着した施設として、利用者様はもとより多くの
方に楽しんで頂く事ができました。近くにお越しの際は施設の
見学や花壇の鑑賞など、是非お気軽にお立ち寄りください。

　地域の1人暮らしの高齢者を対象と
して、冬期間の除雪ボランティアを
行っています。上新城小又の里の利
用者さんとスタッフが協力し合っ
て、地域の対象者様のご自宅周辺の
除雪を行います。体力的にはとても
厳しいボランティアですが、地域の
方々から感謝の言葉を頂けることに
やりがいを感じます。今後も地域の
力に少しでもなれるよう、除雪ボラ
ンティアを継続していきます。

　第二委員会の青少年部会では、10代から30代の若者層を対象に「青少年
の生きづらさとその克服について」をテーマとして、若者の生き方の価値
観について調査を行っています。アンケートを通して現代の若者が抱える
悩みを探り、その解決方法を国や県に提言し行政に反映してもらうことが
最終目標です。委員の皆様、全員熱い想いで討議に参加されております。

委員長　原　義彦
（東北学院大学教養学部人間科学科教授）

施設長　成田　誠

指定障害者支援施設　小又の里

就労支援課長　市川　信也

　佐藤　菜々子 記

　第一委員会の障害者部会では今年度、障害者の
ウェブアクセシビリティに関する状況調査を行っ
ております。自治体のホームページ等ネットツー
ルは、障害者にとってアクセスしやすくなってい
るのかを調査中です。

委員長　藤井　慶博
（秋田大学大学院教育学研究科教授）

田仲　康二 記

除雪ボランティア

秋田青少年・障害者問題調査研究所からのご報告

支援内容

●スタッフ本人にも自信が生まれて意欲の向上！
●周りのスタッフにも“できるんだ！”というお手本に
●事業所がより質の高いサービスを提供できる！
●入居者様の満足度UP！

＝ “自信”
＝ “相乗効果”
＝ “品質向上”
＝ “満足度向上”

～スタッフの資質向上 ＝ 入居者様の満足度UP！～

《職員のキャリアアップ支援事業》スタッフのやる
気支援！

　秋田福祉協会では、地域公益活動の一端として、秋田青少年・障害者問題調査研究所を昨年立ち上げました。
様々な問題を抱える青少年・障害者の生きづらさの解消に繋げるべく、外部委員が調査研究を行っていきます。


